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―アルベル ト・シュバイツァー病院は今一

赤道よりわずかに南に下るランバレネ地方 (カ ボ

ン共和国は,日 本の冬に当る 1月 前後が最も暑さの

厳しい時期です。私がランバレネのアルベル ト・ シ

ュバイツァ病院を訪れたのは12月 7日 ,半袖シャツ

ー枚と半ズボン姿でも日中は日陰でさえ汗がにじみ

出てくる程蒸暑い。対岸からエンジン付カヌーでオ

ゴウェ川を渡り,,病院のある岸にたどり着くと,写

真で見覚えたまさにその光景が眼前に現れた。 トタ

ン屋根の病棟の列,ヤ シの林,そのむこうには林の

緑にふちどられたオゴウェ川。病院見学のため日本

から来た旨を伝えると,す ぐにこの病院で働く若い

看護婦,医学生らのための宿舎の一部屋が私のため

に手配された。洗面所とベット,小さな机と椅子 ,

それに戸棚だけの日本流に言えば四畳半程の狭い ,

質素な部屋ですが,二面の壁は網張りで風通しのい

い,清潔な部屋です。その夜食堂ではじめて彼ら,

この病院で働くヨーロッパ人 (ス イスが大半を占め

ているようです)た ちと対面したのですが,フ ラン

ス語がこの病院内の公用語で思うように意が通じな

いのは残念なことです。それでも,彼 らの家庭的な

明るい雰囲気に心がなごみました。食堂の正面には

シュバイツァー博士の大きな写真が,左右の壁には

博士がその音楽を愛したバッハの肖像画,博士の生

家の絵画,オ ゴウェ川の写真が飾られています。

生前の博士の部屋はそのままの姿で保存されてい

ました。部屋に入るとまず,真白なシーツにおおわ

れたベットが目につきます。この上であの「アフリ

カの聖者」は静かに息を引き取ったのだと案内して

くれた婦人が説明してくれました。 1965年 9月 4日

のことです。ベットの横の机には,博士が愛用した

筆記用具やメガネ,そ してランプが当時のままに置

かれていました。隣の部屋には数多い博士の写真や

オランダから贈られた賞状が飾られ,書棚には博士

1977生
「

12月

地域文化コース 4年

土 井 敏 邦

の蔵書や博士に関する各国の著書が並びます。日本

白水社出版「シュバイッァ罐 作集」全刊もこの書棚

の一隅を飾っています。奥には,博士の最初の赴任

の時,フ ランスバッハ協会から贈られたピアノが今

では誰の指にも触れられることなく眠っていました。

シュバイツァー時代の病棟も,ほ とんどそのまま

残っています。実験室として使用されていた部屋は

現在資料室の一部となっているようなことはありま

すが。建ち並ぶ病棟のひとつに「日本病棟」という

日本語を見つけて驚いた。日本からの寄附金によっ

て建てられた病棟である。

このシュバイツァー病院と日本との関りあいはこ

れだけではありませんでした。堀病患者たちのため

の病棟 (通例願病村と呼ばれるようです)はヤシの

林を隔てて,他の病棟の西方に並んでいます。はじ

めて見る漱病患者たちとその「村」は,私には異様

な雰囲気だった。この「村」で働かれた日本の高橋

医師の名前は氏のランバレネの病院に関する著書に

よって私の記憶に残っていた。このランバレネに着

く数日前,ガボン在住のある日本人の方から,(高
橋氏が最近亡くなられた)という情報を得ていました。

軽率な私は,それが事実なのか確かめることもせず ,

高橋医師を知っているという,あ る老人の患者にそ

のことをたどたどしいフランス語で伝えた。 (も し,

それが誤報であるなら,高橋氏に対して大変失礼な

ことをしてしまったことになります。)

驚いたその老人は,大声で他の患者たちに私の言葉

を伝えた。数人の患者がその報を聞いてかけつけて

きた。足の患部の包帯が痛々しい老女が,私に本当

かと問い正す。うなづく私を見た老女は頭を振りな

がら「ノン/ノ ン/」 と何度もつぶやき,地面に座

りこんでしまいました。老女の目に涙がうるむのを

見た時,私は自分の投げかけた言葉の波紋の大きさ

にとまどってしまったのです。氏がこの瀬病村で働

「アルベルト`シュバイツァー病院報告書」
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いておられたのはもう随分以前のことだと記憶して

いますが,今なお,氏の名と人柄はこの「村」の患

者たちの中に鮮明に残っていたのです。
1著

書を通し

て以外氏を知らない私も「高橋医師の死」という言

葉に対する患者たちの思いがけない反応に接して,

氏の人柄とこの痛病村における仕事ぶりを想像でき

ます。そしてこれ程までに患者たちに親しまれてい

た氏を同じ日本人として私は誇りに思います。地面

に座り込んで涙を流している老女の姿を見て,私の

胸に熱いものがこみあげてきました。

博士の墓標は,博士の妻,博士の事業を助け,こ
の地で亡くなった医師や看護婦たちの墓標と伴にオ

ゴウェ川を見渡す坂道の傍に立っています。案内し

てくれた婦人に,どれが博士の墓標なのかと尋ねな

ければならぬ程他と見分けがつきにくい質素なもの

(シ ュバイツァーの墓)

でした。博士の遺志によるものでしょうが,本当に

これが,その名を世界に知られた故人の墓なのかと

我目を疑 った程です。

シュバイツァーを喧伝家と評し,ラ ンバ レネ事業を

売名行為と非難する声もあると聞きます。それにつ

いて生前の シュバイッァーを知るこの病院内の最年

長者,マ リアさん(Maria.Y Lagedjk)に尋ねてみ

た。 (博士の「水と原始林のはざまで」という著書

に感動して15才少女セリアは,その後,助産婦あ資

格取得後手紙で博士にランバレネで働きたい旨を伝

え,彼女の希望が叶えられてこのランバレネに赴任

したのは 1938年のことです。)マ リアさんは強い口

調で「とんでもない話です。もし博士が喧伝家だっ

たならば,世界の人々を驚かすような豪華な病院を

建てたことでしょう。」シュバイツァーが,病院の設

備の近代化に積極的でなかった理由について「博士

は病院の近代化をこの地方の発展速度に歩調を合わ

せようとしたためであり,現地人生活状態から,浮
き上がった病院の存在を好まなかったからです。 1
」と彼女は説明してくれました。

私自身はこう思うのです。シュバィッァーは,つ

まり,高価な近代的設備を必要とする少数特定の病

気の治癒よりも,む しろこの熱帯地方に広汎に拡が

る病気の,安価な薬品でも可能な治癒を,で きるだ

け多くの患者に施すことに主眼を置いたためではな

いだろうか。シュバィッァーのランバレネにおける
治療に関する記述※2からして,それが全く的をは
ずれた推測ではないと思うのです。

私はシュバイッァーを喧伝家と評し, ランバレネ

事業を売名行為と酷評する輩に断じて与するもので

はありません。だがと言って,ま たシュバィッァー

の「完壁な人格」と彼のランバレネ事業に対する「

純粋な人類愛としての動機」に執着するつもりもあ

りません。万が一,一部の者が評するように,シ ュ

バイツァーの動機が不純なものであったとしましょ

う。そうだとしても1913年以来,シ ュバイツァー自

身の言葉を借りれば「ほっておけば絶望しながら運

命に屈服せねばならぬ人間を一年間に数百人も苦し

みと死の暴力から救い出してきた」事実: そして今

なおガボン全域から患者たちが救いを求めて,は る

ばる集まってくるこの病院の果している役割の大き

さを一体誰に否定できましょう:

的層響露量St?91;htiFに結晏容lゝ [早写言
ノ%ツア~の ランバレネ事業」に対する世界の人 の々

共鳴であり,シュバイツァーのともした灯を絶やす

まいとする願いの表明ではないでしょうか。また,

その寄附金が,こ の病院の医師や看護婦,その他の

技術者たちが,`iCalistic purp∝ e'の ために働くこ

とのできる環境を支えているとも言えましょう。

私立医大のエスカレートする寄附金問題や,医師

のモラルの問題がクローズァップされている今日の

日本にアルベル ト・ シュバィツァーの精神とその病

院の今日の姿の一片を伝えることは,無意味ではな

いと信じてペンを取りました。

医学的技術水準においても,ま た経済的水準にお

いても世界の最高レベルに達していると言われる今

日の日本から第二,第二の「高橋医師」が生まれ,

世界の医療に恵まれない国々に第二,第二の「シュ

ノ%ツァー病院」が日本の援助の元に生み出されるこ

とを願うのは私独 りでしょう力、    一完―

※ 1 シュバイッァー自身の言葉にも次のような一

文がみられる。

「現存する掟と風習を向上させるべきであって,や
むをえぬ場合のほかは現行するものに変更を加える
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べきではない」(「水と原始林の はざまで」浅井真男

訳)

※2 シュバイッァーのランバレネにおける治療に

関する記述の一片として次のような二文があります。

「わたし自身の経験とすべての植民地の医師たちの

経験からわたしは答える。向うでは,ご くわずかな

資金しか持たない,た った一人の医師でも多くの人

間にとって多くの意味を持つのだと彼の生計のため

に寄附された資金の百倍にもなるのである。マラリ

ヤのためのキニーネと砒素,潰瘍に伴う種々の余病

のためのノヴァルゼンベンゾール,赤痢のためのエ

メチン,ご く必要な手術のための材料と知識,こ れ

だけのものさえ備えていれば医者はほっておけば絶

望しながら運命に屈服しなければならぬ人間を,一

年間に数百人も苦しみと死の暴力から救い出せるの

である。」 (同D
※ 3 「シュ′%ツ アー精神」の一片を伝える次のよ

うな二文がある。

「あらゆる国 の々白人は遠い国々を発見して以来有

色人種に何をして来たか ?イ エスの名に身を飾った

ヨーロッパ人が行ったところでは,あ またの民族が

死滅し,他の民族は死滅しつつあるか,たえず減少

しつつあるという事実だけでも一体何を語っている

だろう/あ の諸民族が数世紀のあいだにヨーロッパ

の諸民族から受けた不正と残虐を誰が述べうるか ?

われわれが彼らにもたらした火酒と,い まわしい病

気が,彼 らのあいだに作り出した惨害を測る勇気の

ある者がいるだろうか/

われわれと,われわれの文化は大きな罪の重荷を

負うている。向うの人間たちに善事をするかしない

かは,全 くわれわれの自由にまかされてはいない。

われわれはそれをせねばならぬのである。われわれ

が彼らになす善事は慈善ではなくて罪のあがないで

ある。苦悩をひろげた者一人について,一人が代り

に出かけて行って援助をもたらさなければならなし」

(同上)

「あそこでは,いたるところで肉体的な悲惨がはな

はだしい。ヨーロッパの新間がそれについて書かな

いからといってわれわれには,それに目を閉ざし,

それを無視する権利があるだろうか ?われわれは甘

やかされている。われわれのところでは誰かが病気

になれば,いつでも医者がいる。手術の必要があれ

ば,す ぐに病院の間が開く。だがあそこでは数百万

の人々が救助される望みもなく病苦に悩んでいると

いうことがどういうことか想像してみるがいい。毎

日毎 日数千人の人々が医術さえあれば除くことので

きる怖るべき苦痛にさいなまれている。毎 日毎 日た

くさんの実にたくさんの小屋の中で,われわれなら

ば追払うことのできる絶望が支配している。誰でも

自分の家庭生活の十年間を,も し医者なしで過さね

ばならなかったとしたら,われわれは眠りから覚め

てわれわれの責任を認めるであろう。」 (同上)

追記 シュバイッァー病院で働いているあるスイス

人の医学生の話によると,彼の医科大学では毎年数

人の医学生をこのシュバイッァー病院に送ることに

なっているとのことで,彼は幸運にもその一人に選

ばれて,や って来たとのことで した。

(スイスから来た医学生)

Dr.AⅨlreas Steiner lnterview

9 Dec.1977

Q.こ の病院ではどんな患者が多いのです力、

A。 まずマラリヤ,フ ィラリア,Schistosollnasis

等の寄生虫病,それに淋病,こ れは非常に多 くて成

人の70%が淋病を患っていると言われています。ヘ

ルニアも多いですオ亀 Myowa Of Uteris, sickle

cell disease,潰 瘍,レ プラなども少なくありません。

現在,痛病村には48Aの患者がいます。

Q.どの位の範囲の地方からこの病院に患者たちは

やってくるのですか。

A.ほぼガボン全域からです。 リブルビル (ガボン

の首杓 からも多いんです。

Q.リ ブルビルには政府が建てた近代的施設を備え

た大きな病院があると聞いています力ち

A.その病院に入院して,それでも不安な患者がラ

ンバレネのこの病院へやってくるのです。

Q.治療費,入院費はいくらですか。

A 一日の入院費,治療費,薬代等全て含めて一人

500 CF(■ 2$)です。しかし手術代は別で,その

費用は手術の種類によって異なりますが平均して,

10000 CF位です。

Q。 現地人たちにとっては,高すぎるのではありま

せんか。
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A.ラ ンバレネの向う岸からこの病院までボー ト (

エンジン付カヌー)で ほんの10分足らずですが400

CF取られるのです。そのことからすれば 1日 500

CFは安いと思いますよ。入院費や手術費の支払い

能力のない患者はもちろん無料です。ただし,本当

に支払い能力がないのか,ど うかは調査しますが。

Q.患者たちの食事はどうなっているのですか。

A・ 食事は各自持参です。患者自身やその家族が病

院内の炊事場で用意するのです。

Q・ ここで働く白人従業員の労働時間はどれ程です

か 。

A.週 40時間というのが一応の規定です。午前中は

7時半から12時まで。午後は2時半から5時までで

すが救急患者のために夜中に手術をしたり,午前中

の手術が長びいて正午過ぎまで手が離せなかったり

で,実際は規定よりもはるかに長時間労働している

ことになるでしょうオ亀

Q・ そういう場合は,特別手当が付くわけですか。

Aい いえ,変りはありませんよ。

Q_給与はどの位ですか。

A・ 看護婦が月給 400$,医者が600$位です。

Q‐ 白人従業員と現地人従業員との間に差はあるん

ですか。

A・ 白人は食事代と宿舎代は無料ですが現地人は食

費は自己負担で宿舎代は無料です。現地人の場合と

異なり自人の食事の材料はほとんど輸入品に頼らね

ばならず,自 己負担では莫大な金になってしまうの

です。他の面では,た とえば,現地人の看護婦が規

定の資格を持った者であるなら,同 じ資格を持った

白人看護婦と給料は変りません。給料に自人,黒人

の差別はなく,学歴や資格によって差が出て来るの

です。

Q ガボン政府から,こ の病院に対する資金面の援

助はあるのですか。

A・ 毎年資金援助があります。昨年は確か 5000万

CFの 援助があったはずです。

Q・ 他に資金援助は現在どういう国 か々ら,ま たど

ういう団体から寄せられるのですか。

A.額の多い順に,まずスイス次に西 ドイツ,オ ラ

ンダ,ア メリカ,ス ウェーデンなどです。フランス

もですが額としてはわずかです。

Q。 日本は ?

A: 聞きませんれ団体としでまスイスのtAssociauon

for aid of the Albert Schweitzer Hos,tal'

等です。西 ドイツのベンツ社からは,こ の病院のた

めに一台の大型 トラックが寄贈されました。

Q・ シュバイツチー博士前後では病院はどのように

変化したのですか。

A.シ ュバイツァー博士当時は治療から経理まで全

て彼が責任を負わなければならなかったのですが現

在は医療関係は私,経理の方面は他の責任者という

具合に分担されるようになったことは目立った変化

だと思います。また現在では,現地人に医学的な知

識を教育し彼ら自身に責任を持たせる方向に動いて

います。

Q・ シュバイツァー博士は病院の設備の近代化をあ

まりに好まなかったということです力ち

A.私は当時のことはよく知らないのです。 しかし

現在は医学の進歩に伴い近代的な施設も必要となり,

この病院にも配備されました。設備の整った手術室 ,

麻酔設備, レントゲン室や近代的な実験室など,ス
イスや西 ドイツにおける地方病院並だと思います。

Q・ シュバイツァー博士のランバレネにおける事業

に対して売名行為だと非難する声もあるようですが

そういう事に対してどうお考えですか。

A.私はまだそういう声を聞いたことがありません。

もしあなたの言われることが事実ならば言わなくて

はなりませんね。

博士がこのランバレネと病院建設をするころ,ま
だフランス植民地だったガボンは貧しい地方でヨー

ロッパ人は現地人を搾取し,材木業で金もうけ

(IIlaking mOney)に 奔走していたのです。miSSiOn

hospitalも それら白人を対象にしたもので,現地人

のための病院としての役割を果したとは言い難いの

です。 ヨーロッパ人の現地人に対する罪,そのあが

ないとして「現地人を病苦から救 う」とい う使命感

を抱いてアフリカにおもむいたのは彼がはじめてで

しょう。そういう意味で彼はパイオニアなのです。

売名行為としてやれるほど生やさしいものではなか

ったのです。

Q・ 現在の病院にシュバイツァー精神はどのように

受けつがれているのですか。

A.ア フリカの各地に,現在,現地人のための病院

はあります。ただ残念なことに運営していくに十分

な資金が不足しているのです。 しかし,こ の病院は

シュバイツァー博士が著名な哲学者であり音楽家で

あったこと,そ して彼の事業が世界各国の人々に認

められ,こ の病院が有名になったことにより,各国

から援助が得られる。そのため,こ の病院で働くた

めにやって来る医師や他の従撲員たちは,idealistic
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(ら い病 患 者)

purposeの ために働 くことができるとい う恵まれた

環境にあるのです。現在の この病院の真の目的は ,

医療だけにあるのではないのです。それでしたら,

他にも,い くらも病院はあるでしょう。我々の今

日ざしているのは ttrue C00peratlon between―

Africas and White people'な のです。

ただ,博士が当時,現地人に対 して真の
t hend

Ship'を 抱いていたのか,私には疑問なのです。彼

は現地人たちを一段下の人間と見ていたのではない

かと思 うのです。

Q・ シュバイツァー博士の言葉の中に「我々ヨーロ

ッパ人と君たちアフリカ人は兄第だ。ただ我々は君

たちの兄である」という表現がありますね。

A.言葉で「兄第」というのはやさしいのです。た

だ彼の態度が実際そうであったのか疑問なのです。

Q・ シュバイツァー博士当時の現地人と,ガボン共

和国という自国を持つ現在の現地人との相異を忘れ

てはいけないのではないでしょうか。博士当時の「

責任というものを知らずいつも暇な自然児」(博士は

著作の中でそう表現しているのです力うに対して ,

当時よりはるかに教育された現在の現地人たちへの

態度と同じ接し方,また,t true cooperaim
between Afncans and White people'と ぃぅ発

想が生まれてくるのか私には疑問なのです。あなた

が博士当時にランバレネで働いておられたら,彼の

ような厳格な態度を取らぎるを得なかったのではな

いかと思うのです力ち

A・ おそらく,そ うでしょうね 00
Q。 あなた自身,こ の病院で働く決心をなさったの

は,博士の影響ですか。

A.私の場合,博士の影響というわけではないので

す。海外で (彼はスイス人である)特に熱帯地方で

働いてみたいと思っていたのです。それでそういう

地方のいろいろな病院に当ってみたのですが,外科

という私の専門部門に必要な設備が一番整っている

のはこの病院だったのです。現在,こ の病院は私に

※ 病院の患者数,従業員等,Dr.Steinerの メラ

セイジと重複するものは省略しました。ただし他に

レントゲン技師,電気関係の技師,事務員など数人の

自人従業員が働いていることを補足しておきます。

※ 患者の入院費(治療費も含む)は一等室が 1日

5000 CF,二等室 1000 CR二等室が500 CF

※ シュバイッァー博士の黒人に対する記述は「水

と原始林のはざまで」 (浅井真男訳)に よる。

「黒人は子供である。子供のところでは権威なしで

は何ごともできない。だから,わたしは黒人との交

際形式をその中にわたしの自然の権威が現われるよ

うに作らなければならない。そのためにわたしは黒

人に対して『わたしはお前の兄弟だ。だが兄だ』とい

う言葉を作り出した。親しみを権威と結び合わすこ  ―

と。これが土人との正しい交際の大きな秘訣である」

シュバイツァー博士の黒人に対する考え方について

詳しくは「水と原始林のはざまで」の<原始林の社

会問題>の章≪白人と黒人の関係≫を参照していた

だきたい。

(メ ガネをかけた人が Dr Andreas Steiner氏 )

1978年度  予 算

※単位 百万CF
(1$US■ 250 CF)

※ 病気名で日本語名の不明なものは,英語名で

残しました。

歳 入 歳 出

西欧諸国からの

寄附金

カンン政府援助金

患者からの治療費

117

60

10

白人従業員に要す
る経費 (給与,食費,

宿合の維持費,交
通費)

黒人従業員に要す
る経費 (給与,宿合
の維持費)

病棟の維持費,新
病棟の建築費

医 療 費

ライ病患者,性病
患表らの食費

56

56

50

20

5

計 計

とって非常に快適な仕事場です。 ―了一


